
令和４年１０月 球陽 SSH 活動記録 

理数探究Ⅰ担当者会議（2022.10.11. 火)                                                                             

次年度の SS 理数探究Ⅱの各研究分野の割り当て人数、分け方について話しました。次年度の SS 理

数探究Ⅱは、文系教員も配置するため、総合科学分野の受け入れ人数を拡大して実施する予定です。 

 

先端科学研修（生物）（2022.10.12. 水)                                          

 沖縄科学技術大学院大学の吉村正志博士をお招きして、沖縄の外来種問題について講義していただ

きました。実際にヒアリの標本を観察しながら同定方法を学びました。 

  

 

理科野外実習（2022.10.14.金)                                                 

  沖縄の自然環境を知るために、沖縄島中北部地域をフィールドにした「理科野外実習」を行いまし

た。名護岳のイタジイ林、真喜屋のマングローブ林と海岸林を観察して、植生の制限要因について考察

を行いました。そして、底仁屋と瀬嵩の褶曲を観察し、沖縄の多様な地質について理解を深めました。 

   
 

第 46 回沖縄県高等学校総合文化祭自然科学部門（2022.10.15.土)                                                 

 本大会に本校から化学分野１作品、生物分野１作品を出展しました。化学分野は優秀賞を獲得し、

全国と九州高文祭への派遣が決定し、生物分野は沖高理 OB会賞を受賞しました。 

 

先端科学研修（地学）（2022.10.19. 水)                                          

 琉球大学理学部の古川雅英教授をお招きして、「地球環境問題を考える上で知っておきたい地球科

学（地学）の基礎と先端研究」というタイトルで講義していただきました。生徒たちの感想では、地

学を通して生物学や物理学に触れたり、環境問題に触れたりなど地学という学問の広さを感じたとい

う感想が多く見られ、充実した様子がうかがえました。 

 



先端科学研修（数学）（2022.10.19. 水)                                          

琉球大学教育学部の山城康一准教授をお招きして、「フィボナッチのウサギ」というタイトルで講義

していただきました。生徒の感想では、難しかった一方で、数学の自由な世界観を実感してとても楽

しかったという感想が多数みられ、充実した様子がうかがえました。 

  

 

先端科学研修（化学）（2022.10.21. 金)                                          

琉球大学教育学部の照屋俊明教授をお招きして、「沖縄の生物資源を活用して何ができる？」という

タイトルで講義していただきました。生徒たちの感想では、沖縄にちなんだものから人の体に役立つ

ものを見つけていく研究はとても興味深くて面白いという感想が多数見られ、化学研究へ興味関心が

高まっている様子がうかがえました。 

   

 

国際探究Ⅱ 最終発表会（2022.11.21.金）                                        

国際英語科 3年生の選択授業「国際探究Ⅱ」の最終発表会を実施し、国際英語科 2年生を対象にポス

ターセッション形式でこれまでの研究の成果を発表しました。2年生も自分達の探究活動の参考にしよ

うと 3年生の発表をしっかり聞き、積極的に質問をしていました。 

 



球陽高校 SSH 探究活動シンポジウム（2022.10.27. 木)                                            

  県内の教職員を対象に探究活動をテーマにしたシンポジウムを、株式会社 FROGS と協働して実施し

ました。本シンポジウムでは、本校 SSH 事業の紹介のほか、探究活動における教員の在り方・関わり

方に関するワークショップを行い、SSH の成果を発信しました。 

   

 

SSH 生徒研究交流会 in 沖縄（2022.10.27. 木)                                            

 大分県立鶴城高校と沖縄県立向陽高校の生徒を本校に招き、生徒研究交流会を行いました。コロナ

ウイルスの影響で校外生徒との交流が途絶えていましたが、感染症対策を行いながら３年ぶりに対面

で開催することができました。３校の生徒とも積極的に議論して、互いの研究の質を高め合っていま

した。 

   


